
2023年 10⽉ 19⽇（⽊）
18:00-19:10⽇時

https://zoom.us/webinar/register/WN_xp1MfwEySTOgWCb0jWcOdA
から申込をお願いいたします。
※参加費は無料です。

お申込み多数の場合、アクセス数との関係でご参加いただけない場合が
ございます。あらかじめご了承ください。

事前
登録制

オンライン開催（zoom webinar）

前川正充 東北⼤学病院薬剤部 准教授
菊地正史 東北⼤学病院薬剤部・⼤学院薬学研究科 准教授

公⽂代將希 東北⼤学病院薬剤部 助教

東北⼤学
Research Showcase

Web開催 vol.2

演題

発表者

会場

受付

またはQRコードをご確認下さい▶

主催︓東北⼤学オープンイノベーション事業戦略機構
https://oi.tohoku.ac.jp/

臨床研究ハブとしての⼤学病院薬剤部
〜これまでの取り組みと企業連携の可能性〜

東北⼤学ではオープンイノベーション事業戦略機構の創設を機に、企業と⼤学の共創のきっか
けを提供する場として、「東北⼤学 Research Showcase」を新設し、本学の研究リソース
を紹介しています。今回は、本学の⼤学病院薬剤部がもつResearch Capability、ならび
に企業がより協働しやすい研究環境としての“⼤学病院薬剤部をハブとした研究連携プラット
フォーム”をご紹介します。



【紹介内容】
東北⼤学病院薬剤部ではこれまで、胆汁酸、ステロールやリン脂質をはじめとし
た内因性脂質代謝物の精密かつ網羅的解析を駆使し、⼤学病院の診療科と
連携しながら、診断・病態進⾏バイオマーカーを開発してきました。現在、薬剤性
肝障害といった肝疾患への適⽤や個別化医療等への展開を視野に研究を続け
ています。
我が⼤学病院薬剤部の代謝物解析技術と⼤学病院の臨床サンプルを⽤いる
ことでワンストップの病態解析が可能になります。
本講演では、これまでの成果と現在取り組んでいる研究を紹介し、連携の可能
性を議論します。

お問い
合わせ

 東北⼤学オープンイノベーション事業戦略機構
 担当︓ 武⽥、⼤島
 Email︓ oi-event@grp.tohoku.ac.jp

臨床研究ハブとしての⼤学病院薬剤部
〜これまでの取り組みと企業連携の可能性〜

主催︓東北⼤学オープンイノベーション事業戦略機構
https://oi.tohoku.ac.jp/

コンテンツ
はじめに︓武⽥全弘（東北⼤学 OI事業戦略機構 特任教授）18:00〜

発表︓
前川正充︓疾患バイオマーカー探索／まとめと展望
東北⼤学病院薬剤部・⼤学院医学系研究科医療薬学分野・
⼤学院薬学研究科・⾼等研究機構未来型医療創成センター 准教授

菊地正史︓マイクロサンプリングデバイスを⽤いた
在宅における治療薬物モニタリング
東北⼤学病院薬剤部・⼤学院薬学研究科 准教授

公⽂代將希︓スフェロイド培養技術を活⽤した薬剤性
肝障害早期発⾒バイオマーカーの創出
東北⼤学病院薬剤部 助教

18:05〜

ディスカッション18:40〜


